
 式辞  

  春の兆しが感じられる今日のよき日に、井原市教育委員会 教育委員 服部 教弘 様をは

じめ、ご来賓の皆様、保護者の皆様のご臨席を賜り、井原市立芳井中学校 令和７年度卒業証

書授与式を挙行できますことを心から感謝申し上げます。  

 

 ただ今、卒業証書を授与いたしました３２名の卒業生の皆さん、ご卒業、おめでとうございます。

卒業証書を受け取る皆さんの顔には、中学校三年間、義務教育九年間の学びを修了させ、成長

した自信と誇りが感じられました。 

 皆さんは、本校の校訓である「自主、協調、誠実」の精神のもと、自ら学び、認め合い、誠実で

お互いを思いやることのできる人に成長してくれました。 ありがとう。 

 

 振り返ってみますと、 

 

 生徒総会では、普段の学校生活や学校行事を通じて、1つの輪になり、みんなで成長できる芳

井中学校を創っていきたいとの思いを込めて、スローガンを『輪』に決定しました。 

 自分たちの手で、今までの自分たちを超えるよりよい学校の風土をつくろうと、委員会活動や

あいさつ運動、生徒集会などの生徒会活動に積極的に取り組んでくれました。その結果、全校応

援や生徒集会、その中で行ったレクリエーションや３年生を送る会などは、みんなの大切な思い出

となりました。 

  

 体育大会では
げ ん か い

『限界
と つ ぱ

突破～仲間と作る最高の青春を～』のスローガンのもと、心を一つにして

頑張りました。「できっこないを やらなくちゃ」のリズムに乗って、笑顔で踊るダンスや渾身の力で

行った応援合戦、また気持ちのこもった応援バック絵は、見ている人々に大きな感動を与えてくれ

ました。 

  

  修学旅行は、中京地区への２泊３日の旅行を実施することができました。皆さんは各場面で楽

しみを見いだし、仲間と楽しいひとときを過ごすことができ、素晴らしい思い出になりました。  

 

 また、日々情熱を傾けて、部活動などにも熱心に取り組みました。  

 さらに、本校の目指す生徒像『自立した学習者の育成』を達成するための､研究主題『生徒に

学びを委ねる授業づくり～対話的な学びを基盤として～』を共有・理解し、学習や諸活動に取り

組んでくれました。 

 これらの様々な経験は、これからの皆さんの人生を、豊かなものにしてくれるでしょう。  

  

 皆さんが仲間とともに過ごす中で、感じ・考え・手に入れた宝物は、皆さんだけでなく、周りの人

たちにも、たくさんの感動を与えてくれました。本当にありがとう。  

 こうした皆さんの姿は、芳井中学校の伝統として、後輩たちに確実に引き継がれていくことでし

ょう。 

 井原市の「ふるさと井原の未来を創るひとづくり事業」を通して、総合的な学習の中での郷土

学習やワーク＆ライフ職場体験、また「よしい宵まつり」などの地域行事等に関わる中で、地域の

大人の方々と触れ合い、ふるさとを見つめました。これからも、ふるさと井原（ふるさと芳井）につ



いて考え、議論する中で、『井原”志”民力（いばら愛・やり抜く力・まき込む力）』といった非認知

能力も、さらに高めてください。 

 

 私はこれまで、ウエルビーイングの「幸せになるための条件」について、機会あるごとに皆さんに

伝えてきました。 

 「ありがとう」「やってみよう」「なんとかなる」「ありのままに」です。 

 この先、どんなことにも、プラス思考でチャレンジしてください。  

 様々な機会を、チャンスへと転換する発想と、ほんの少しの勇気を持って、これからも様々なチャ

レンジをしてもらいたい。うまくいかないことも含め、「できっこないを やらなくちゃ」と、多くの体験

を積み重ね、達成感や充実感を味わい、心の成長や感性を高め、自分に少しずつ自信（自分を

信じる力）をつけてもらいたいと考えています。 

 またそうした中で、皆さんには、将来への見通しをもち、夢と希望を見つけ、たくましく心豊かに

生きていってほしいと願っています。  

 

 君たちの可能性は無限大です。皆さんのこれからの活躍を、心から応援しています。  

 

 保護者の皆様、本日はお子様のご卒業、誠におめでとうございます。中学校三年間は、悩みも

多く、多感な時期で、心配が尽きなかったことと思います。しかし、子どもたちは様々な困難を乗り

越え、立派に成長されました。これまでの三年間、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りまし

たことに、心から深く感謝申し上げます。 

 

 今後は、地域や社会の中で、「自主・協調・誠実」を実践していく子どもたちを、見守り支えてく

ださいますよう、お願い申し上げます。 

 

 卒業生の皆さん、芳井中学校は皆さんの母校です。 

 「友よ
こ ぞ

挙りて、睦み励まん（互いに仲良く親しみ合い（睦み）、協力して物事に一生懸命取り組

む（励む）様子」の仲間をこれからも大切にし、また近い将来、ふるさと井原、芳井でふるさとを盛

り上げていってください。  

 輝く未来に向けて、この芳井中学校での経験をもとに、自分を信じて、自信をもって、少しの勇

気を出してさらに飛躍して下さい。 

 

 我が母校  芳井中学校の卒業生であり後輩の皆さんの輝かしい未来と今後のご活躍、ご多

幸をお祈りし、式辞といたします。 

 

 

令和８年３月１３日  

   井原市立芳井中学校長 今井 浩 

 

 

 

 

 


